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津久井やまゆり園利用者意思決定支援実施要領 

 

１ 目的 

  津久井やまゆり園再生基本構想（平成 29 年 10月）に基づき、津久井やまゆり園利用者

（以下「利用者」という。）の今後の生活の場の選択について、利用者一人ひとりの意思

を尊重するとともに、その実現に向け、厚生労働省から示された「障害福祉サービス等の

提供に係る意思決定支援ガイドライン（平成 29 年３月 31 日付け厚生労働省社会・援護

局障害保健福祉部長通知）」を参考に、丁寧に、かつ、適切な手続きによる意思決定支援

に取り組むことにより、もって利用者の今後の生活の場についての利用者の選択の幅を

広げ、かつ、その意思を可能な限り反映できるよう複数の選択肢を用意し、一人ひとりが

その人らしく暮らすことができる環境を提供することを目的とする。 

 

２ 実施主体 

  神奈川県 

 

３ 対象者 

  利用者（平成 28年７月 26 日時点で、津久井やまゆり園に入所していた者に限る。） 

 

４ 基本的な考え方 

  意思決定支援とは、自ら意思を決定することに困難を抱える障害者が、日常生活や社会

生活に関して自らの意思が反映された生活を送ることができるように、可能な限り本人

が自ら意思決定できるよう支援する仕組みである。 

  利用者の意思決定支援に当たっては、次のことに留意して手続きを進める。 

 (1) 本人への支援は、利用者一人ひとりの自己決定の尊重に基づき行うことが原則であ

る。本人の自己決定にとって必要な情報の説明は、絵カードや具体物の活用、体験の機

会の提供など、本人が理解できるよう工夫して行う。 

 (2) 本人の自己決定や意思確認が困難な場合は、本人の日常生活における表情、感情、行

動に関する情報や、これまでの暮らしにおける様々な情報を把握し、根拠を明確にしな

がら、利用者一人ひとりの意思及び選好を推定する。 

 (3) 職員等の価値観からは不合理と思われる決定でも、他者への権利侵害がなければ、そ

の選択を尊重する。 

 (4) 本人の意思を推定することがどうしても困難な場合は、本人にとっての最善の利益

を判断する。その場合は、 

  ・ 複数の選択肢について本人の立場に立って、メリット・デメリットを可能な限り挙

げた上で比較検討すること 

  ・ 一見、相反する二者択一が求められる場合でも、両立の可能性について十分に考慮

し、本人の最善の利益を追求すること 

  ・ 自由の制限を最小化すること 
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などを考慮する。 

 (5) 意思決定支援を進める上では、サービスを提供している事業者だけでなく、幅広い関

係者から、本人の立場に立った客観的な意見を求めるなど、多様な視点から本人の意思

決定支援を進める。 

 

５ 利用者等の個人情報の利用及び収集の同意 

  県等の関係者が、津久井やまゆり園に保有しているサービス等利用計画書や利用調査

票など、利用者等の個人情報が記載された書類の閲覧等の利用及び新たな個人情報の収

集に関して家族等の同意を得る。 

 

６ 意思決定支援の仕組みと手続き 

 (1) 津久井やまゆり園職員による状況整理 

   事件前、事件後の利用者の様子、これまでの生活史、日常生活における利用者の意思

表示の状況などについて、津久井やまゆり園職員が整理する。 

 (2) 意思決定支援チームの設置 

   利用者本人の意思を確認するため、利用者一人ひとりに意思決定支援チームを設置

する。チームの構成員は次のとおりとする。 

  ア 相談支援専門員（チーム責任者） 

    本人が利用する障害福祉サービスの内容を定めるサービス等利用計画の作成者で

あり、サービス内容の決定に最も深く関わる者として意思決定支援チームを主宰す

る。 

  イ 津久井やまゆり園支援担当職員 

    津久井やまゆり園において、利用者の支援を担当している職員として、利用者の様

子について報告するとともに、支援担当職員としての意見を述べる。 

  ウ 津久井やまゆり園サービス管理責任者 

    津久井やまゆり園において、利用者の障害福祉サービスに係る個別支援計画を作

成している職員として、利用者の様子や家族の状況等を踏まえた支援の考え方につ

いて説明するとともに、サービス管理責任者としての意見を述べる。 

  エ 市町村障害福祉主管課職員 

    利用者に係る障害福祉サービスの支給決定を行う機関として参加する。 

  オ 県障害福祉主管課職員 

    意思決定支援の取組みを統括する立場として参加する。 

 (3) 意思決定支援チームに対する研修の実施 

   意思決定支援チームの構成員が、意思決定支援の趣旨、手続き等について十分な理解

を得られるよう、障害者の権利擁護・地域生活支援の専門家等による研修会を継続的に

実施する。 

 (4) 利用者への説明や見学、体験の機会の提供 

   利用者の一人ひとりに対して、分かりやすい意思決定支援の説明を行う。また、グル
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ープホーム等での生活に関する見学や体験の機会を適宜設け、丁寧に、必要であれば繰

り返しながら、意思決定支援を進める。 

 (5) 家族等への説明や見学、体験の機会の提供 

   家族等の理解を得ながら意思決定支援を進めるため、意思決定支援の趣旨や手続き

の説明を行うとともに、グループホーム等の生活に関する説明会を実施し、見学、体験

の機会を提供するなど、丁寧な対応を行う。 

 (6) 利用者の意思の確認 

   利用者の意思の確認に当たっては、意思決定支援チームが利用者からヒアリングを

実施する。ヒアリングは、必要に応じて、複数回実施するなど、丁寧に進める。 

   また、家族からは、入所に至るまでの生活の状況、帰宅中の様子、家族としての思い

等についてヒアリングを行うなど、本人の意思決定支援に必要な情報収集を行う。 

   なお、ヒアリングは、利用者や家族、職員等に過度の負担が生じないよう配慮すると

ともに、地域生活移行又は施設入所を強いることがないよう進める。 

 (7) 意思決定支援検討会議の設置 

   意思決定支援チームが行った意思決定支援の内容を確認した上で、利用者一人ひと

りについて、暮らしのあり方や居住の場の選択の方向性を検討し決定するために、意思

決定支援検討会議を設置する。 

   会議の構成員として、第三者の立場、専門家の立場からの意見を反映させるため、意

思決定支援チームメンバーに加えて、意思決定支援専門アドバイザーを置く。意思決定

支援専門アドバイザーは、相談支援に精通する実践的な指導者、法律の専門家、障害者

の権利擁護・地域生活支援に関する専門家とする。 

   意思決定支援検討会議は、本人の明確な意思の確認が困難な場合には、本人の意思を

推定する。 

   なお、意思決定支援検討会議は、利用者・家族等の出席を基本とし、必要に応じ、関

係事業者等の参加を可能とする。 

 (8) 意思決定支援検討会議の結果に基づく調整 

   意思決定支援検討会議において、地域生活への移行の意思が確認された場合には、関

係者はそれぞれ地域生活移行に向けた支援を開始する。支援に当たっては、意思決定支

援チームメンバーを中心に、必要に応じて関係事業者が協力しながら、また、必要に応

じて知的障害関連団体などの事業者団体等とも連携しながら、地域生活移行の実現に

向けた取組みを行う。 

 (9) 検討方法及び検討結果の見直し 

   利用者の心身の状況の変化や、これに伴う意思の変化等に対応するため、継続的に意

思決定支援を行う。 

 

７ 利用者の意思決定支援の流れ 

  利用者の意思決定支援の流れは、別図のとおりとする。 
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   附 則 

１ この要領は、平成 29 年 10 月 14 日から施行する。 

２ 「津久井やまゆり園利用者の地域生活移行（居住の場の選択）に係る意思決定支援につ

いて」は、廃止する。 
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令和 2年度 意思決定支援研修会日程表[確定版]  
 

達成目標 
（１）本人中心の支援が必要な根拠や背景を知る 

（２）「意思決定支援ガイドライン」の内容を理解する 

（３）受講者自身が、これまで他者決定による支援を行ってきたことへの気づきを得る 

（４）意思決定支援が本人中心の支援を実現することを実感する 

（５）受講者が実践現場に戻って意思決定支援に取り組めるようにする 

 
テーマ：障害福祉サービス等の提供に係る意思決定支援ガイドライン アドバンス研修 

日 付 午   前 午   後 

 

１月 

２０日 

(月) 

講義・演習 意思決定支援研修プログラム」 

(9:30-17:30) 

 

0 オリエンテーション （9:30-9:40）       

                  

1 講義・演習 支援付き意思決定支援を理解

するための気づきセッション・経験談 

（9:40-10:50）           

（１）意思決定支援の実践例-「良かれと思っ

て」支援から「心からの希望」に基づく支

援へ－ 

         本間奈美 

（２）心からの希望（Expressed Wish)を読み解

くための会話とは？ 

    川田雪野・福崎はる 

                                        

―――休憩――― 

 

2 講義 意思決定支援における基本的考え方 

（11:00-12:10） 

      名川勝 

 

3 講義・演習 映像で学ぶ意思決定支援 意

思決定支援ガイドライン実践に向けたポイント

（13:10-14:55）       

     メイン講師  水島俊彦  

   グループワーク協力者（ファシリテーター）   

名川勝・本間奈美・川田雪野・福崎はる 

 

―――休憩――― 

 

4 講義・演習 意思決定を支援するための情

報収集と記録化 

（１）微かに聞こえる声を聴く Scope入門

（15:05-15:55） 

    名川勝   

 

―――休憩――― 

 

（２）揺れるこころを見える化する トーキング

マット入門 （16:05-17:15） 

   トレーナー 水島俊彦 

   アシスタント 名川勝・本間奈美・福崎はる 

 

5 まとめ・Q&A・アンケート（17:15-

17:30） 

   名川勝・水島俊彦・本間奈美 

   川田雪野・福崎はる 

 

 

担当講師 

一般社団法人 日本意思決定支援ネットワーク（SDM-Japan） 
代表 名川 勝（筑波大学筑波大学人間総合科学研究科講師等） 

副代表 水島 俊彦（法テラス埼玉法律事務所シニア常勤弁護士・Talking Mats認定トレーナー等） 

事務局長 本間 奈美（一般社団法人 SADO Act  相談支援センターそらうみ管理者・認定社会福祉士

（障害分野）・相談支援専門員等） 

実践ファシリテーション研修（PFT）認定トレーナー 川田 雪野（NPO法人成年後見センターかけは

し理事 社会福祉士等） 

実践ファシリテーション研修（PFT）認定トレーナー 福崎 はる（一般社団法人いのちと暮らしのつな

がり研究所 社会福祉学博士・臨床心理士・ 公認心理士・社会福祉士・精神保健福祉士等） 



チーム会議用ツール ver2 

津久井やまゆり園利用者意思決定支援 チーム会議 進行表 
 

○日時  平成  年  月  日（ ）  時  分  ～  時  分  

○参加者 □相談支援専門員：     □サービス管理責任者：     □支援担当：       

     □     （市・町・村・区）：         □県職員：         

○司会  □相談支援専門員   □サービス管理責任者（セルフプランの場合） 

○記録  □県職員 （      ） 
 

１．資料確認（司会）【１分】 
 ○園が用意する資料： 

□個別支援計画（□現行、□１期前）、□評価表（１期前）、□フェイスシート、 
□アセスメントシート、□健康カード、□具体的な取組、□日々の記録、□その他

(     ) 
 ○相談が用意する資料： 
   □サービス等利用計画もしくはサービス等利用計画案、□その他（         ) 
 ○県が用意する資料： 
   □空白の「意思決定支援に係る手掛かり・ヒアリングシート」（以下「ヒアリングシート」

という。） 
□意思決定支援に係る手掛かり・ヒアリングシート記載に係る留意点について 

   □津久井やまゆり園意思決定支援実施要領等に関する Q&A 
 

２．自己紹介【１分】 
 

３．会議目的の共有（県職員が説明）【１分】 

 ○ 意思決定支援を進める準備として、情報やアセスメントの共有、意思決定支援責任者の役
割分担、次回までに行うことの決定等を行う。 

 

４．資料内容確認（各自読込）【５分】 

 

５．情報共有 

○ ヒアリングシートに沿って、本人の意思及び選好、判断能力、自己理解、心理的状況、これ 

までの生活史等の本人の情報、人的・物理的環境等のアセスメントなどを資料に沿って共有す 

る。 

 

項目 不足している情報、見えてこない部分 情報の収集先・方法 

基本情報 
(手帳、年金等) 

  

支援目標 
  

生活史 
  

現在の生活環境 
  

環境への配慮等 
  

家族関係 
  

社会関係図 
  

ADL 
  

IADL 
  

好き・喜び・楽し
み 

  

嫌い・苦手・不快 
 

 

 

意思能力・表現
方法等 
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チーム会議用ツール ver2 

６．本人の意思（望む生活）について意見交換 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

７．意思決定支援を進める上で必要となる事項について検討 

 ■ 本人の意思のくみとりや情報を理解しやすく伝えるなど、やりとりをするための工夫 

 

 

 

 

 

 
 

 ■ 上記以外、意思決定支援を進める上で配慮すべき事項 

 

 

 

 

 

 

 

８．意思決定支援責任者のチーム内における役割分担、次回までに行うこと          

 ○ 情報収集・整理、ヒアリングシートの作成、本人・家族への説明、ヒアリング等の役割分
担、次回までに行うことについて検討する。 

 

＜次回までの必達目標＞ 
 
 

 

担当 次回まで行うこと 期限 

相談 

  
 
 

 サービス等 

 利用計画の 

 変更 

□ あり 
□ なし 

（変更内容） 

 

 

サビ管・ 
支援担当 

 

 
 
 

 個別支援計  

 画の変更 
□ あり 
□ なし 

（変更内容） 

 

 

市町村   

県   

その他   

９．次回の担当者会議開催日程 ※必ずこの場で決めること          
  日 時：平成  年  月  日（ ）   時  分 ～ 

  会 場：                        

  参加者：                                  以 上 
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形
式

で
お

答
え

し
ま

す
︕

 

Ｑ
 

自
分

の
子

ど
も

（
兄

弟
姉

妹
）

の
こ

と
は

、
ど

う
な

っ
て

い
る

の
︖

 

Ａ
 

お
一

人
お

ひ
と

り
進

め
て

い
ま

す
。

ご
心

配
な

点
が

あ
り

ま
し

た
ら

、
園

の
職

員
も

し
く

は
下

記
の

意
思

決
定

支
援

ホ
ッ

と
ラ

イ
ン

に
お

問
い

合
せ

く
だ

さ
い

。
 

Ｑ
 

聞
き

取
り

の
前

に
、

家
族

が
準

備
す

る
も

の
が

あ
る

の
︖

 

Ａ
 

可
能

な
範

囲
で

結
構

で
す

の
で

、こ
れ

ま
で

の
成

育
歴

や
帰

宅
中

の
様

子
等

が
わ

か
る

お
写

真
等

が
あ

る
と

大
変

助
か

り
ま

す
。

 

Ｑ
 

説
明

の
中

で
「

担
当

者
会

議
」「

意
思

決
定

支
援

検
討

会
議

」
な

ど
に

家
族

が
呼

ば
れ

る
と

な
っ

て
い

る
が

、
参

加
で

き
な

い
場

合
は

ど
う

な
る

の
︖

 

Ａ
 

ご
家

族
の

皆
様

に
ご

負
担

を
か

け
な

い
よ

う
配

慮
し

て
ま

い
り

ま
す

が
、「

意
思

決
定

支
援

検
討

会
議

」
は

本
人

の
意

思
を

確
認

す
る

大
切

な
会

議
な

の
で

ご
出

席
を

お
願

い
し

ま
す

。
な

お
、

会
議

の
開

催
⽇

時
や

場
所

等
に

つ
き

ま
し

て
は

、
事

前
に

ご
都

合
を

伺
わ

せ
て

い
た

だ
き

ま
す

。
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⽇
常

⽣
活

や
社

会
⽣

活
に

関
し

て
自

ら
の

意
思

が
反

映
さ

れ
た

⽣
活

を
送

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
支

援
す

る

⾏
為

及
び

仕
組

み
で

あ
り

、
次

の
よ

う
な

場
面

で
支

援

が
必

要
と

さ
れ

ま
す

。
 

①
日

常
生

活
に

お
け

る
場

面
 

例
）

⾷
事

、
衣

類
の

選
択

、
外

出
等

の
基

本
的

⽣
活

習

慣
に

関
す

る
場

面
や

複
数

⽤
意

さ
れ

た
余

暇
活

動
プ

ロ
グ

ラ
ム

へ
の

参
加

 

②
社

会
生

活
に

お
け

る
場

面
 

例
）

住
ま

い
の

場
を

移
す

場
面

、
昼

間
の

過
ご

し
の

場

を
移

す
場

面
、

一
人

暮
ら

し
を

選
ぶ

場
面

 

意
思

決
定

⽀
援

と
は

︖
 

 ①
サ

ー
ビ

ス
等

利
⽤

計
画

及
び

個
別

⽀
援

計
画

の
修

正
 

 
担

当
者

会
議

で
話

し
合

わ
れ

た
支

援
方

法
を

各
計

画

に
反

映
し

ま
す

。
 

②
⽀

援
の

実
施

（
⾒

学
や

体
験

等
も

含
め

て
⽀

援
）

 

個
別

支
援

計
画

等
に

基
づ

き
支

援
を

具
体

的
に

進
め

ま
す

。
必

要
に

応
じ

て
、

グ
ル

ー
プ

ホ
ー

ム
や

他
事

業

所
の

⾒
学

や
体

験
等

も
⾏

い
ま

す
。

 

（
４

）
支

援
の

実
施

 

 ①
⽇

常
⽣

活
に

お
け

る
場

面
 

②
社

会
⽣

活
に

お
け

る
場

面
 

 ※
繰

り
返

し
意

思
の

確
認

を
⾏

い
ま

す
。

 
   （
６

）
意

思
の

確
認

 

  ○
状

況
整

理
 

 
 

サ
ー

ビ
ス

管
理

責
任

者
と

支
援

担
当

職
員

で
ご

本
人

の

⽣
活

環
境

、
⽣

活
史

、
成

育
歴

、
家

族
関

係
、

人
間

関
係

、

嗜
好

等
の

情
報

を
説

明
で

き
る

よ
う

整
理

し
ま

す
。

 

○
チ

ー
ム

会
議

 

 
 

相
談

支
援

専
門

員
（

セ
ル

フ
プ

ラ
ン

の
場

合
は

サ
ー

ビ

ス
管

理
責

任
者

）
が

チ
ー

ム
責

任
者

と
な

り
、

意
思

決
定

支
援

を
進

め
る

た
め

に
打

合
せ

（
チ

ー
ム

メ
ン

バ
ー

の
役

割
分

担
等

の
検

討
）

を
⾏

い
ま

す
。

チ
ー

ム
メ

ン
バ

ー
は

相
談

支
援

専
門

員
、

サ
ー

ビ
ス

管
理

責
任

者
、

支
援

担
当

職
員

、
市

町
村

職
員

、
神

奈
川

県
職

員
等

で
す

。
 

○
ご

本
人

、
ご

家
族

等
へ

の
説

明
 

 
 

意
思

決
定

支
援

の
取

組
内

容
に

つ
い

て
、

相
談

支
援

専

門
員

、
サ

ー
ビ

ス
管

理
責

任
者

、
神

奈
川

県
職

員
等

か
ら

ご
説

明
し

ま
す

。
 

（
１

）
事

前
の

準
備

 

 聞
か

せ
て

頂
い

た
お

話
や

情
報

等
を

チ
ー

ム
メ

ン
バ

ー
で

共
有

し
な

が
ら

、
ご

本
人

の
意

思
が

反
映

さ
れ

た

⽣
活

が
送

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

、
ど

の
よ

う
な

支

援
が

必
要

な
の

か
を

検
討

し
ま

す
。

 

こ
の

話
し

合
い

に
は

、
ご

本
人

、
ご

家
族

等
の

参
加

を
お

願
い

す
る

場
合

が
あ

り
ま

す
。

そ
の

と
き

は
、

ご

負
担

の
な

い
範

囲
で

参
加

を
お

願
い

し
ま

す
。

 

（
３

）
担

当
者

会
議

 

 ご
本

人
、

ご
家

族
等

か
ら

の
聞

き
取

り
 

ご
本

人
の

思
い

や
希

望
等

、
ご

家
族

等
の

思
い

や
希

望
、

こ
れ

ま
で

の
成

育
歴

や
帰

宅
中

の
様

子

等
を

聞
か

せ
て

頂
き

ま
す

。
 

（
２

）
聞

き
取

り
 

  

こ
れ

ま
で

に
確

認
ま

た
は

推
定

さ
れ

た
ご

本
人

の
意

思
等

に
基

づ
き

ご
本

人
の

望
む

⽣
活

等
に

つ

い
て

検
討

し
ま

す
。

 

こ
の

話
し

合
い

に
は

、
ご

本
人

、
ご

家
族

等
の

参

加
を

お
願

い
し

ま
す

。
ま

た
、

意
思

決
定

支
援

専
門

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

が
参

加
し

ま
す

。
 

（
５

）
意

思
決

定
支

援
検

討
会

議
 

平
成

3
2

年
度

中
に

は
全

て
の

利
⽤

者
の

今
後

の
⽣

活
の

選
択

に
係

る
意

思
の

確
認

を
⾏

い
ま

す
。

 

（
基

本
的

な
流

れ
）
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作
成

日
：

第
版

利
用

者
名

：
様

作
成

者
：

第
期

現
居

住
地

：
睡

眠
：

主
た

る
障

害
：

入
浴

：

そ
の

他
手

帳
更

衣
：

そ
の

他
収

入
：

起
居

・
移

乗
：

買
物

：

掃
除

：

洗
濯

：

金
銭

管
理

：

服
薬

管
理

：

書
類

の
記

入
：

趣
味

：

余
暇

活
動

：

友
達

そ
の

他
：

（
個

別
支

援
計

画
）

（
障

害
福

祉
サ

ー
ビ

ス
等

の
利

用
状

況
）

社
会

関
係

図
（
エ

コ
マ

ッ
プ

）
電

話
の

使
用

：

主
た

る
家

族
等

氏
名

・
続

柄

（
サ

ー
ビ

ス
等

利
用

計
画

）
家

族
構

成
（
ジ

ェ
ノ

グ
ラ

ム
）

食
事

の
準

備
：

成
年

後
見

人
の

氏
名

・
類

型
交

通
機

関
の

利
用

：

障
害

支
援

区
分

：
そ

の
他

：

現
在

の
支

援
目

標
家

族
関

係
（
ＩＡ

Ｄ
Ｌ

）

療
育

手
帳

：
整

容
：

（
必

要
な

環
境

へ
の

配
慮

、
医

療
情

報
等

）

障
害

基
礎

年
金

：

援
護

地
：

排
せ

つ
：

（
学

齢
期

以
降

）
移

動
：

基
本

情
報

　
（
生

活
史

、
学

校
及

び
福

祉
サ

ー
ビ

ス
等

利
用

歴
（
教

育
・
支

援
経

過
）
等

）
生

活
環

境
Ａ

Ｄ
Ｌ

生
年

月
日

：
生

活
史

（
現

在
の

生
活

環
境

、
日

中
の

過
ご

し
方

）
食

事
：

（
出

生
時

～
学

齢
期

）

意
思

決
定

支
援

に
係

る
手

掛
か

り
・
ヒ

ア
リ

ン
グ

シ
ー

ト
平

成
3
1
年

５
月

　
 日

v
e
r

望
む

生
活

ご
本

人
の

意
思

：

ご
家

族
の

意
向

：
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上
記
の
こ
と
か
ら
、
推
定
さ
れ
る
ご
本
人
の
意
思
（
望
む
生
活
）

そ
の
他
：

※
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
右
記
の
ど
の
項
目
の
根
拠
と
な
っ
て
い
る
か
が
わ
か
る
よ
う
に
、
次
の
と
お
り
文
頭
に
記
号
（
複
数
の
項
目
の
根
拠
と
な
る

場
合
は
複
数
の
記
号
）
を
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　
好
き
・
喜
び
・
楽
し
み
：
○
　
、
　
嫌
い
・
苦
手
・
不
快
：
×
　
、
　
意
思
能
力
・
表
現
方
法
等
：
■

※
ス
ペ
ー
ス
が
足
り
な
い
場
合
は
、
別
紙
に
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

※
現
在
利
用
し
て
い
る
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
時
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

表
現
：

(表
情
・
言
語
以

外
)

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
手
段
：

嫌
い
・
苦
手
・
不
快

言
葉
等
へ
の

反
応
：

手
掛
か
り
・
ヒ
ア
リ
ン
グ
エ
ピ
ソ
ー
ド

好
き
・
喜
び
・
楽
し
み

意
思
能
力
・
表
現
方
法
等

（
出
生
時
～
学
齢
期
）

主
張
：

拒
否
：

※
以
前
利
用
し
て
い
た
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
時
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

表
情
：

言
語
：

柔
軟
性
：

（
学
齢
期
以
降
）
　
※
自
宅
、
学
校
な
ど
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
時
以
外
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

言
語
的
理
解
：

視
覚
的
理
解
：

領
域
別
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
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津久井やまゆり園利用者 

意思決定支援に係る 

手掛かり・ヒアリングシートの 

記載留意点 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 
 

令和元年10月版 
 

神奈川県福祉子どもみらい局福祉部 

障害サービス課 

〔参考資料〕 

参考資料１ 津久井やまゆり園利用者意思決定支援実施要領 

参考資料２ 障害福祉サービス等の利用等にあたっての意思決定支援ガイドラインに 

      ついて（平成 29年３月厚生労働省社会・援護局障害保健福祉部長通知） 

参考資料３ ジェノグラム・対人関係マップの作り方 

       （国立武蔵野学院作成「育てノート」作成マニュアルより抜粋） 

 参考資料４ 「意思決定支援に係る手掛かり・ヒアリングシート」確認ポイント 
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１ 手掛かり・ヒアリングシートについて 

 ○ 厚生労働省から示された「障害福祉サービス等の提供に係る意思決定支援ガイド

ライン（平成29年３月）」において、「意思決定支援を進めるためには、本人のこれ

までの生活環境や生活史、家族関係、人間関係、嗜好等の情報を把握しておくこと

が必要である。家族も含めた本人のこれまでの生活の全体像を理解することは、本

人の意思を推定する手がかりとなる。」と規定されています。 

 

 ○ また、「本人の日常生活における意思表示の方法や表情、感情、行動から読み取れ

る意思について記録・蓄積し、本人の意思を読み取ったり推定したりする際に根拠

を持って行うことが重要である。本人が意思決定支援することが難しい場合でも、

「このときのエピソードには、障害者の意思を読み取る上で重要な『様子』が含ま

れている」という場合がある。そういった、客観的な整理や説明できないような「様

子」を記録に残し、積み上げていくことは、障害者の意思決定支援を支援する上で

重要な参考資料になる。」と規定されており、ヒアリングエピソードはこの記録を集

めたものになります。 

 

○ 手掛かり・ヒアリングシートは、上記の情報等をまとめ、チームメンバーでの情

報共有や意思決定支援検討会議での資料として活用するために作成したものです。 

 

２ 手掛かり・ヒアリングシートの作成 

 ○ １回目のヒアリングシートの作成後、利用者本人の意思確認や担当者会議等の実

施のたびに、必ず作成（更新）してください。 

 

 ○ ２回目以降の作成（更新）について、前回からの変更箇所が分かるように、追記・

変更した箇所に下線を引いてください。 

 

 ○ 手掛かり・ヒアリングシートの管理については、その時点の状況が分かるよう、

次のようにバージョン管理をしてください。 

  ＜例＞ Ａ氏_手掛かり・ヒアリングシート（平成30年４月５日ヒアリング実施後） 

      Ａ氏_手掛かり・ヒアリングシート（平成30年６月10日ヒアリング実施後） 

      Ａ氏_手掛かり・ヒアリングシート（平成30年７月７日担当者会議実施後） 

 

３ その他 

○ 手掛かり・ヒアリングシートは、利用者本人や家族をはじめ、多くの関係者が目

を通す可能性がある書類ですので、内容や表現等には十分注意してください。 
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作
成

日
：

第
版

利
用

者
名

：
様

作
成

者
：

第
期

現
居

住
地

：
睡

眠
：

主
た

る
障

害
：

入
浴

：

そ
の

他
手

帳
更

衣
：

そ
の

他
収

入
：

起
居

・
移

乗
：

買
物

：

掃
除

：

洗
濯

：

金
銭

管
理

：

服
薬

管
理

：

書
類

の
記

入
：

趣
味

：

余
暇

活
動

：

友
達

障
害

基
礎

年
金

：
移

動
：

療
育

手
帳

：
整

容
：

成
年

後
見

人
の

氏
名

・
類

型

家
族

構
成

（
ジ

ェ
ノ

グ
ラ

ム
）

援
護

地
：

（
出

生
時

～
学

齢
期

）

（
学

齢
期

以
降

）

ご
家

族
の

意
向

：

社
会

関
係

図
（
エ

コ
マ

ッ
プ

）

主
た

る
家

族
等

氏
名

・
続

柄

現
在

の
支

援
目

標

（
現

在
の

生
活

環
境

、
日

中
の

過
ご

し
方

）

（
必

要
な

環
境

へ
の

配
慮

、
医

療
情

報
等

）

基
本

情
報

　
（
生

活
史

、
学

校
及

び
福

祉
サ

ー
ビ

ス
等

利
用

歴
（
教

育
・
支

援
経

過
）
等

）
生

活
環

境
Ａ

Ｄ
Ｌ

生
活

史

（
サ

ー
ビ

ス
等

利
用

計
画

）

障
害

支
援

区
分

：

平
成

3
0
年

４
月

1
4
日

v
e
r

望
む

生
活

ご
本

人
の

意
思

：

生
年

月
日

：

意
思

決
定

支
援

に
係

る
手

掛
か

り
・
ヒ

ア
リ

ン
グ

シ
ー

ト

食
事

：

（
ＩＡ

Ｄ
Ｌ
）

排
せ

つ
：

交
通

機
関

の
利

用
：

そ
の

他
：

家
族

関
係

（
個

別
支

援
計

画
）

（
障

害
福

祉
サ

ー
ビ

ス
等

の
利

用
状

況
）

食
事

の
準

備
：

電
話

の
使

用
：

そ
の

他
：

①
 

②
 

③
 

④
 

⑤
 

⑥
 

⑦
 

⑧
 

⑨
 

⑩
 

⑪
 

⑫
 

⑬
 

⑭
 

⑮
 

４
 
項
目
別
 
記
載
留
意
点
 

平
成

3
1

年
４

月
〇

日
v
e
r 

※
項

目
と

し
て

は

残
り

ま
す

が
、

使

用
し
ま
せ
ん
。
 

（
表
面
）
 

⑯
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意
思
決
定
支
援
に
係
る
手
掛
か
り
・
ヒ
ア
リ
ン
グ
シ
ー
ト
作
成
に
あ
た
り
、
以
下
の
点
に
留
意
し
て
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

 
項
 
 
目
 

留
意
事
項
 

①
 
作
成
者
 

・
 
チ
ー
ム
責
任
者
で
あ
る
相
談
支
援
専
門
員
（
セ
ル
フ
プ
ラ
ン
の
場
合
は
、
チ
ー
ム
責
任
者
と
な
る
サ
ー
ビ
ス
管
理
責
任

者
）
が
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。
 

・
 
津
久
井
や
ま
ゆ
り
園
支
援
担
当
職
員
等
、
利
用
者
本
人
の
情
報
を
持
つ
チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
が
記
載
し
て
も
構
い
ま
せ
ん

が
、
内
容
の
確
認
、
必
要
な
情
報
収
集
、
情
報
整
理
等
は
、
相
談
支
援
専
門
員
が
、
ス
ト
レ
ン
グ
ス
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
視

点
か
ら
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
 

②
 
第
 
版
 

・
 
今
回
作
成
し
た
ヒ
ア
リ
ン
グ
シ
ー
ト
が
第
何
版
な
の
か
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。
（
例
、
１
回
目
の
場
合
は
第
１
版
）
 

・
 
２
回
目
以
降
は
、
前
回
か
ら
の
変
更
箇
所
が
分
か
る
よ
う
に
追
記
・
変
更
し
た
箇
所
に
下
線
を
引
い
て
く
だ
さ
い
。
 

・
 
利
用
者
本
人
の
意
思
確
認
や
担
当
者
会
議
等
の
実
施
の
た
び
に
必
ず
作
成
（
更
新
）
し
て
く
だ
さ
い
。
 

③
 
ご
本
人
の
意
思
 

・
 
本
人
の
言
葉
な
の
か
、
会
議
の
中
で
推
定
さ
れ
た
本
人
の
意
思
な
の
か
に
つ
い
て
も
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。
 

・
 
担
当
者
会
議
等
で
確
認
さ
れ
た
、
あ
る
い
は
推
定
さ
れ
た
本
人
の
意
思
（
望
む
生
活
）
に
つ
い
て
、
随
時
、
反
映
さ
せ

て
く
だ
さ
い
。
 

④
 
ご
家
族
の
意
向
 

・
 
最
新
の
家
族
の
意
向
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。
 

⑤
 
主
た
る
障
害
 

・
 
診
断
名
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。
 

⑥
 
そ
の
他
手
帳
 

・
 
身
体
障
害
者
手
帳
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
取
得
状
況
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。
 

⑦
 
そ
の
他
収
入
 

・
 
障
害
厚
生
年
金
、
障
害
共
済
年
金
、
作
業
収
入
等
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。
 

⑧
 
現
在
の
支
援
目
標
 

・
 
サ
ー
ビ
ス
等
利
用
計
画
及
び
個
別
支
援
計
画
で
定
め
た
目
標
を
転
記
し
て
く
だ
さ
い
。
 

⑨
 
生
活
史
 

・
 
単
な
る
履
歴
で
は
な
く
、
本
人
の
出
生
時
か
ら
現
在
ま
で
ど
の
よ
う
な
生
活
を
送
り
、
今
に
至
っ
て
い
る
の
か
に
つ
い

て
、
読
ん
で
イ
メ
ー
ジ
が
湧
く
よ
う
に
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。
 

※
 
例
え
ば
、
利
用
者
本
人
の
こ
れ
ま
で
の
生
活
環
境
や
生
活
史
の
状
況
整
理
す
る
際
は
、
い
つ
卒
業
し
た
の
か
と
い
う

情
報
だ
け
で
な
く
、「

利
用
者
が
小
学
校
、
中
学
校
、
高
校
と
ど
ん
な
生
活
を
し
て
い
た
の
か
、
何
に
楽
し
ん
で
、
何
に

喜
ん
で
、
何
に
悲
し
ん
で
い
た
か
」「

ど
う
い
う
も
の
に
興
味
を
持
っ
て
、
そ
の
興
味
を
持
っ
た
の
は
何
故
か
、
興
味
の

あ
る
も
の
に
対
し
て
ど
ん
な
表
情
を
し
て
い
た
の
か
」「

学
齢
期
以
降
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
入
所
施
設
で
ど
ん
な
経
験
を
し

て
き
た
の
か
、
入
所
し
て
い
た
施
設
の
資
源
の
概
要
、
そ
の
施
設
の
生
活
の
中
で
何
に
興
味
を
持
っ
て
、
そ
の
興
味
に

対
し
て
具
体
的
に
ど
う
支
援
し
て
、
そ
の
結
果
ど
う
だ
っ
た
の
か
、
旅
行
に
行
っ
た
ら
ど
ん
な
こ
と
が
楽
し
か
っ
た
の

か
」
な
ど
、
そ
の
方
の
生
活
し
て
い
る
イ
メ
ー
ジ
が
伝
わ
る
よ
う
、
十
分
工
夫
し
て
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。
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⑩
 
現
在
の
生
活
環
境
、

日
中
の
過
ご
し
方
 

・
 
項
目
の
表
記
を
変
更
（
「
日
中
の
過
ご
し
方
」
を
追
加
し
ま
し
た
）
。
 

・
 
物
理
的
な
環
境
だ
け
で
は
な
く
、
日
中
ど
の
よ
う
に
過
ご
し
て
い
る
の
か
（
平
日
・
休
日
）
等
も
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。
 

⑪
 

必
要

な
環

境
へ

の

配
慮
、
医
療
情
報
等
 

・
 
項
目
の
表
記
を
変
更
（
「
医
療
情
報
」
を
追
加
し
ま
し
た
）
。
 

・
 
本
人
の
障
害
特
性
等
を
考
慮
し
、
本
人
が
望
む
生
活
を
送
る
場
合
に
必
要
な
生
活
環
境
上
の
配
慮
を
記
載
し
て
く
だ
さ

い
。
 

・
 
医
療
情
報
（
病
名
、
医
療
的
な
対
応
、
通
院
先
等
）
に
つ
い
て
も
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。
 

⑫
 
家
族
構
成
 

・
 
参
考
資
料
３
を
参
照
し
て
、
ジ
ェ
ノ
グ
ラ
ム
を
記
載
く
だ
さ
い
。
 

⑬
 
成
年
後
見
人
 

・
 
氏
名
、
類
型
に
加
え
て
、
い
つ
か
ら
関
わ
っ
て
い
る
の
か
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。
 

⑭
 
社
会
関
係
図
 

・
 
参
考
資
料
３
を
参
照
し
て
、
エ
コ
マ
ッ
プ
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。
 

・
 
家
族
、
後
見
人
等
の
交
流
状
況
に
つ
い
て
、
エ
コ
マ
ッ
プ
の
中
に
記
載
し
て
く
だ
さ
い
（
例
、
月
１
回
面
会
、
年
に
１

回
外
泊
等
）
。
 

・
 
「
友
達
」
に
つ
い
て
は
、
氏
名
で
は
な
く
、
関
係
性
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
（
例
、
同
室
の
男
性
、
他
施
設
の
女
性
等
）
。
 

⑮
 
I
A
D
L
 

・
 
そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
に
つ
い
て
、
作
業
工
程
を
細
か
く
見
て
、
本
人
一
人
で
ど
こ
ま
で
で
き
る
の
か
、
ど
の
よ
う
な
支
援

が
あ
れ
ば
可
能
な
の
か
等
に
つ
い
て
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。
 

（
例
）
買
い
物
：
陳
列
棚
か
ら
ほ
し
い
物
を
選
ぶ
、
レ
ジ
で
物
の
受
け
渡
し
は
で
き
る
が
、
支
払
い
は
支
援
員
が
行
う
等
 

 
 
 
洗
 
濯
：
支
援
員
が
指
差
し
で
タ
ン
ス
の
場
所
を
示
せ
ば
片
づ
け
る
、
一
人
で
衣
類
を
た
た
む
等
 

 

※
 
「
電
話
の
使
用
」
に
つ
い
て
は
、
電
話
だ
け
で
は
な
く
、
ス
カ
イ
プ
や
手
紙
、
メ
ー
ル
等
の
手
段
に
よ
る
間
接
的
な

交
流
が
可
能
か
と
い
う
視
点
で
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。
 

 

※
 
利
用
者
本
人
の
で
き
る
こ
と
や
興
味
関
心
の
あ
る
こ
と
を
通
じ
て
、
生
活
の
幅
は
広
が
っ
て
い
き
ま
す
。
こ
れ
ま
で

の
記
録
や
ア
セ
ス
メ
ン
ト
シ
ー
ト
を
基
に
、
利
用
者
本
人
の
で
き
る
こ
と
や
興
味
関
心
の
あ
る
と
こ
ろ
な
ど
の
利
用
者

本
人
の
強
み
（
ス
ト
レ
ン
グ
ス
）
に
力
点
を
置
い
て
再
ア
セ
ス
メ
ン
ト
し
、
追
記
・
変
更
等
が
あ
れ
ば
、
随
時
、
更
新

し
て
く
だ
さ
い
。
 

⑯
 
そ
の
他
 

・
 
事
件
に
関
す
る
情
報
に
つ
い
て
、
「
受
傷
の
有
無
」
「
入
院
の
有
無
」
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。
 

・
 
詳
細
を
記
載
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
事
件
当
時
の
ご
本
人
の
状
況
等
に
つ
い
て
尋
ね
ら
れ
た
場
合
に
、
説
明
で

き
る
よ
う
に
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。
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状
況
把
握
の
要
点
 
 

 １
．
総
合
的
な
把
握
 

 
 
 
→
 
本
人
に
関
す
る
情
報
の
整
理
が
行
わ
れ
て
い
る
。

 
 ２

．
本
人
主
体
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
 

 
 
 
→
 
本
人
中
心
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
が
行
わ
れ
て
い
る
。

 
 ３

．
ア
セ
ス
メ
ン
ト
に
お
け
る
リ
フ
レ
ー
ミ
ン
グ
 

 
 
 
→
 
価
値
あ
る
存
在
と
し
て
の
把
握
が
な
さ
れ
て
い
る
。

 
 ４

．
ス
ト
レ
ン
グ
ス
ア
セ
ス
メ
ン
ト
 

 
 
 
→
 
本
人
及
び
環
境
の
強
み
の
観
点
が
反
映
さ
れ
て
い
る
。

 
 

～
意
思
決

定
支
援

は
、
本

人
の
ラ

イ
フ
ス

ト
ー
リ
ー
（

物
語

）
づ
く
り

か
ら

は
じ
ま
る

～
 

※
 
平
成

3
0
年
５
月

1
1
日
実
施

 

上
智
大
学
大
塚
晃
教
授
研
修
資
料
よ
り
抜
粋
 

参
 
考
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上
記

の
こ

と
か

ら
、

推
定

さ
れ

る
ご

本
人

の
意

思
（
望

む
生

活
）

そ
の

他
：

※
エ

ピ
ソ

ー
ド

が
右

記
の

ど
の

項
目

の
根

拠
と

な
っ

て
い

る
か

が
わ

か
る

よ
う

に
、

次
の

と
お

り
文

頭
に

記
号

（
複

数
の

項
目

の
根

拠
と

な
る

場
合

は
複

数
の

記
号

）
を

付
し

て
く
だ

さ
い

。

　
好

き
・
喜

び
・
楽

し
み

：
○

　
、

　
嫌

い
・
苦

手
・
不

快
：
×

　
、

　
意

思
能

力
・
表

現
方

法
等

：
■

※
ス

ペ
ー

ス
が

足
り

な
い

場
合

は
、

別
紙

に
記

載
し

て
く
だ

さ
い

。

※
現

在
利

用
し

て
い

る
障

害
福

祉
サ

ー
ビ

ス
利

用
時

の
エ

ピ
ソ

ー
ド

表
現

：
(表

情
・
言

語
以

外
)

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
手

段
：

嫌
い

・
苦

手
・
不

快

言
葉

等
へ

の
反

応
：

言
語

的
理

解
：

視
覚

的
理

解
：

※
以

前
利

用
し

て
い

た
障

害
福

祉
サ

ー
ビ

ス
利

用
時

の
エ

ピ
ソ

ー
ド

表
情

：

言
語

：

（
出

生
時

～
学

齢
期

）

主
張

：

拒
否

：

柔
軟

性
：

（
学

齢
期

以
降

）
　

※
自

宅
、

学
校

な
ど

障
害

福
祉

サ
ー

ビ
ス

利
用

時
以

外
の

エ
ピ

ソ
ー

ド

領
域

別
の

ア
セ

ス
メ

ン
ト

手
掛

か
り

・
ヒ

ア
リ

ン
グ

エ
ピ

ソ
ー

ド
好

き
・
喜

び
・
楽

し
み

意
思

能
力

・
表

現
方

法
等

⑰
 

⑱
 

⑲
 

⑳
 

㉑
 

（
裏
面
）
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意
思
決
定
支
援
に
係
る
手
掛
か
り
・
ヒ
ア
リ
ン
グ
シ
ー
ト
作
成
に
あ
た
り
、
以
下
の
点
に
留
意
し
て
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

 
項
 
 
目
 

留
意
事
項
 

⑰
 
手
掛
か
り
・
ヒ
ア
リ
ン

グ
エ
ピ
ソ
ー
ド
 

・
 
ヒ
ア
リ
ン
グ
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
⑰
「
好
き
・
喜
び
・
楽
し
み
」
、
⑱
「
嫌
い
・
苦
手
・
不
快
」
、
⑲
「
意
思
能
力
・
表

現
方
法
等
」
の
根
拠
と
な
る
も
の
で
す
。
よ
り
多
く

の
ヒ
ア
リ
ン
グ
エ
ピ
ソ
ー
ド
か
ら
、
利
用
者
の
意
思
表
示
の
方
法

を
理
解
し
、
表
情
、
感
情
、
行
動
か
ら
意
思
の
読
み
取
り
等
を
行
う
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

 
・
 
ヒ
ア
リ
ン
グ
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
つ
い
て
は
、
文
頭
に
記
号
（
○
：
好
き
・
嫌
い
・
楽
し
み
、
×
：
嫌
い
・
苦
手
・
不
快
、

■
：
意
思
能
力
・
表
現
方
法
等
）
を
付
し
て
、
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

 
・
 
ヒ
ア
リ
ン
グ
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
情
報
が
多
く
な
る
た
め
、
項
目
ご
と
に
整
理
・
分
類
し
、
記
載
す
る
な
ど
の
工
夫
を
し

て
く
だ
さ
い
。

 
⑱
 
好
き
・
喜
び
・
楽
し
み

 
・
 
⑯
ヒ
ア
リ
ン
グ
エ
ピ
ソ
ー
ド
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
た
本
人
の
「
好
き
・
喜
び
・
楽
し
み
」
に
関
わ
る
こ
と
を
記
載
し

て
く
だ
さ
い
。

 
⑲
 
嫌
い
・
苦
手
・
不
快
 

・
 
⑯
ヒ
ア
リ
ン
グ
エ
ピ
ソ
ー
ド
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
た
本
人
の
「
嫌
い
・
苦
手
・
不
快
」
に
関
わ
る
こ
と
を
記
載
し
て

く
だ
さ
い
。

 
⑳
 
意
思
能
力
・
表
現
方
法

 

 
等
 

・
 
⑯
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
エ
ピ
ソ
ー
ド
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
た
本
人
の
意
思
能
力
・
表
現
方
法
等
に
つ
い
て

記
載
し
て
く
だ

さ
い
。

 
㉑

 
上

記
の

こ
と

か
ら

推

定
さ

れ
る

ご
本

人
の

意

思
（
望
む
生
活
）
 

・
 
ヒ
ア
リ
ン
グ
シ
ー
ト
の
情
報
を
も
と
に
、
担
当
者
会
議
等
で
話
し
合
っ
た
本
人
の
意
思
（
望
む
生
活
）
、
あ
る
い
は
、

本
人
か
ら
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
た
意
思
（
望
む
生
活
）
に
つ
い
て
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

 
・
 
次
に
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
シ
ー
ト
を
更
新
す
る
場
合
は
、
こ
こ
に
記
載
さ
れ
た
内
容
に
つ
い
て
、
③
「
ご
本
人
の
意
思
」

に
反
映
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

 
 《

ヒ
ア
リ
ン
グ
シ
ー
ト
 
別
紙
の
使
い
方
》
 

 
ヒ
ア
リ
ン
グ
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
蓄
積
さ
れ
、
現
在
、
別
紙
に
新
た
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
記
載
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
ヒ
ア
リ
ン
グ
シ
ー
ト
を
会
議
の
場

で
有
効
に
活
用
す
る
た
め
に
も
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
シ
ー
ト
１
枚
（
表
・
裏
面
）
に
最
新
の
情
報
を
集
約
さ
せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

今
後
は
次
の
よ
う
な
整
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

 
 

・
 
ヒ
ア
リ
ン
グ
シ
ー
ト
裏
面
⑯
に
欄
に
、
⑰
、
⑱
、
⑲
の
根
拠
と
な
る
主
要
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
整
理
し
て
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

 
・
 
そ
れ
以
外
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
つ
い
て
は
、
別
紙
に
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

 
・
 
別
紙
に
記
載
す
る
際
は
、
読
み
手
が
読
み
や
す
い
よ
う
に
、
別
紙
を
縦
に
二
段
組
み
に
し
て
く
だ
さ
い
。
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担当者会議用ツール ver3 

津久井やまゆり園利用者意思決定支援 担当者会議 進行表 
 

○日時  令和  年  月  日（  ）  時  分  ～  時  分  

○参加者 □相談支援専門員：     □サービス管理責任者：     □支援担当：       

     □     （市・町・村・区）：         □県職員：         

○司会  □相談支援専門員   □サービス管理責任者（セルフプランの場合） 

○記録  □県職員 （      ） 
 

１．前回の会議の決定事項についての進捗状況 
 
＜今回までの必達目標＞ 
 

 

 
 

担当 今回まで行うこと 結果 取組内容（未実施の場合は理由） 

相談 

  
 
 

 
 
 
 

 サービス等 

 利用計画の 

 変更 

□ あり 
 
□ なし 

（変更内容） 

 

  
 

サビ管・ 
支援担当 

  
 
 
 

 
 

 個別支援計 

 画の変更 

□ あり 
 
□ なし 

（変更内容） 

 

  
 

市町村    

県    

その他    
 
２．情報共有等の経過 

相談と本人との

面談等 
    回 

相談とサビ管の

状況確認 
    回 

サビ管と支援員

の個別支援会議 
    回 

３．検討内容 
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４．検討結果 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

‹本人の意思（望む生活）について意見交換› 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

５．次回までに行うこと 
＜次回までの必達目標＞ 
 
  

担当 次回まで行うこと 期限 

相談 

  
 
 
 

 サービス等 

 利用計画の 

 変更 

□ あり 
 
□ なし 

（変更内容） 

 

 

サビ管・ 
支援担当 

 

 
 
 
 

 個別支援計  

 画の変更 

□ あり 
 
□ なし 

（変更内容） 

 

 

市町村   

県   

その他   

 
６．次回の担当者会議開催日程 ※必ずこの場で決めること          

  日 時：令和  年  月  日（ ）   時  分 ～ 
  会 場：                        
  参加者：  
  ◆ 意思決定支援検討会議の開催時期  
   □ 決定（  年  月頃） 会議目的（                  ） 
   □ 未定 

以 上 
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検討会議用ツール Ver.3 

意思決定支援検討会議 報告書 

 

（報告日 西暦  年 月 日） 

利用者名  施設名  

開催日時  

開催場所  

出席者 

本人等  行政  

相談支援  県  

園（担当）  アドバイザー  

園(サビ管)  その他  

 

会議の目的 

（話し合う内容） 

 

検討内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※本人や家族の意見、アドバイザーの助言等もあわせて記載 

検討結果 
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検討会議用ツール Ver.3 

次回までに

行うこと 

＜次回までの必達目標＞ 

 

担当 次回までに行うこと 期間 

相談 
  

サービス等利用

計画の変更 

□あり 

□なし 

(変更内容)  

サビ管・ 

支援担当 

  

個別支援計画の

変更 

□あり 

□なし 

(変更内容)  

市町村   

県   

その他   

備考 

 

次回日程 

【次回の担当者会議開催日程】 ※必ずこの場で決めること 

日 時：西暦  年  月  日（  ）   時   分～ 

会 場： 

参加者： 

 

【意思決定支援検討会議の開催時期】 

□決定：西暦  年  月  日（  ）頃 

□未定 
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障 福 第 3 8 0 号 

平成 29年９月15日 

 

各市町村障害福祉主管課長 様 

 

神奈川県保健福祉局福祉部障害サービス担当課長  

 

継続サービス利用支援（モニタリング）の適切な支給決定について（通知） 

 

日頃より障害保健福祉施策の推進に御理解・御協力いただき厚くお礼申し上げます。 

さて、「障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律」（平成 17 年

法律第123号）では、第１条の２において「どこで誰と生活するかについての選択の機会

が確保され、地域社会において他の人々と共生することを妨げられないこと」を基本理念

に規定するとともに、第 42 条及び第 51 条の 22 において、障害福祉サービス事業者、障

害者支援施設等の設置者、一般相談支援事業者及び特定相談支援事業者は、「障害者等が

自立した日常生活又は社会生活を営むことができるよう、障害者等の意思決定の支援に配

慮する」ことと規定しています。 

また、障害者基本法（昭和 45 年法律第 84 号）では、第 23 条第１項において、「国及

び地方公共団体は、障害者の意思決定の支援に配慮しつつ、障害者及びその家族その他の

関係者に対する相談業務、成年後見制度その他の障害者の権利利益の保護等のための施策

又は制度が、適切に行われ又は広く利用されるようにしなければならない。」と規定して

います。 

本年３月には、平成27年 12月の社会保障審議会障害者部会報告書「障害者総合支援法

施行３年後の見直しについて」を受け、「障害福祉サービスの利用等にあたっての意思決

定支援ガイドラインについて」（障発 0331 第 15 号 平成 29 年３月 31 日付け厚生労働省

社会・援護局障害保健福祉部長通知）が発出されました。このガイドラインでは、「日常

生活における支援場面の中で、継続的に意思決定支援を行うことが重要である。」、特に

「自宅からグループホームや入所施設等に住まいの場を移す場面や、入所施設から地域移

行してグループホームに住まいを替えたり、グループホームの生活から一人暮らしを選ぶ

場面等が、意思決定支援の重要な場面として考えられる。」とされました。 

つきましては、「介護給付費等の支給決定等について」（障発第 0323002 号 平成 19

年３月 23 日付け 厚生労働省社会・援護局障害保健福祉部長通知）第６の２の（２）に

おいて、「市町村においては、利用している障害福祉サービス又は地域相談支援の種類の

みをもって、モニタリングの実施期間として一律に設定することのないよう相談支援専門

員の提案を踏まえつつ利用者ごとに柔軟かつ適切な期間を設定するようにすること。」と

されていますので、各市町村におかれましては、障害者の意思決定支援の重要性を御理解

いただき、必要に応じて標準期間よりきめ細かにモニタリングの期間を設定するなど、利

用者ごとに適切なモニタリングの期間を設定されるようお願いします。 

 

問合せ先 

障害福祉課 事業支援グループ 

岡崎・浅田・小川・栗田・中島・竹中 

電話 045-210-4717・4732(直通) 
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共社第 10号 

平成 30年７月26日 

 

関係市町村障害福祉主管課長 様 

 

神奈川県福祉子どもみらい局福祉部共生社会推進課長 

（公 印 省 略）  

 

   津久井やまゆり園利用者の意思決定支援を考慮した支給決定等について（依頼） 

 

日頃より障害福祉施策の推進に御理解・御協力いただき厚くお礼申し上げます。 

 さて、本県では平成29年 10月に津久井やまゆり園再生基本構想を策定し、「障害福祉

サービスの利用等にあたっての意思決定支援ガイドラインについて」（障発0331第 15号 

平成 29年３月31日付け厚生労働省社会・援護局障害保健福祉部長通知）（以下「ガイド

ライン」という。）を参考に、関係市町村の協力を得て津久井やまゆり園利用者の意思決

定支援に取り組んでいます。 

ガイドラインでは、「意思決定支援によって確認又は推定された本人の意思や、本人

の最善の利益と判断された内容を反映したサービス等利用計画や個別支援計画（意思決定

支援計画）を作成し、本人の意思決定支援に基づくサービスの提供を行うことが重要であ

る。」、特に「体験を通じて本人が選択できたり、体験中の様子から本人の意思の推定が

可能となったりするような場合は、そのようなアセスメント方法を意思決定支援計画の中

に位置付けることも必要である。」と規定されています。 

また、障害者基本法（昭和 45 年法律第 84 号）では、第 23 条第１項において、「国及

び地方公共団体は、障害者の意思決定の支援に配慮しつつ、障害者及びその家族その他の

関係者に対する相談業務、成年後見制度その他の障害者の権利利益の保護等のための施策

又は制度が、適切に行われ又は広く利用されるようにしなければならない。」と規定され

ています。 

 つきましては、「介護給付費等の支給決定等について」（障発第 0323002 号平成 19 年

３月 23 日付け厚生労働省社会・援護局障害保健福祉部長通知）第四の１の（１）④にお

いて、「当該障害者等が受けようとするサービスの内容、利用目的等、具体的にどのよう

な利用の意向があるのかを勘案して介護給付費等の支給決定を行う。その際、社会参加の

意欲を含め、本人がどのような生活をしていきたいのかを十分考慮する必要がある。」、

また、同第四の４の（１）において、「原則として、併給できないサービスの組み合わせ

は特定せず、報酬が重複しない利用形態であるならば、障害者等の自立を効果的に支援す

る観点から、市町村が支給決定時にその必要性について適切に判断し、特に必要と認める

場合は併給を妨げないものとする。」と規定されていることから、関係市町村におかれま

しては、津久井やまゆり園利用者の意思決定支援における体験等の重要性を御理解いただ

き、支給決定等にご配慮いただきますようお願いいたします。 

 

 

問合せ先 

再生グループ 熊岡、関田、鈴木、後藤 

電話 045-285-0738(直通) 
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共社第 13号 

平成 30年８月30日 

 

関係市町村障害福祉主管課長 様 

 

神奈川県福祉子どもみらい局福祉部共生社会推進課長 

（公 印 省 略）  

 

   津久井やまゆり園利用者の意思決定支援における体験等への協力について 

（依頼） 

 

日頃より障害福祉施策の推進に御理解・御協力いただき厚くお礼申し上げます。 

 さて、本県では平成29年 10月に津久井やまゆり園再生基本構想を策定し、「障害福祉

サービスの利用等にあたっての意思決定支援ガイドラインについて」（障発0331第 15号 

平成 29年３月31日付け厚生労働省社会・援護局障害保健福祉部長通知）（以下「ガイド

ライン」という。）を参考に、関係市町村の協力を得て津久井やまゆり園利用者の意思決

定支援に取り組でいます 

 利用者の体験等の促進に向け、本年７月 26 日「津久井やまゆり園利用者の意思決定支

援を考慮した支給決定等について」を別添のとおり発出いたしました。 

 ついては、関係市町村におかれましては、別添の内容についてご了知の上、貴管内事業

者、関係団体等に対し、津久井やまゆり園利用者の意思決定支援における体験等への協力

の呼びかけにつきまして、特段のご配慮をくださいますようお願いいたします。 

 

 

 

問合せ先 

再生グループ 熊岡、関田、鈴木、後藤 

電話 045-285-0738(直通) 
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平成 30 年度意思決定支援チームに対する研修の実施計画及び実績について  
１ 根拠 

  津久井やまゆり園再生基本構想Ｐ４「２ 意思決定支援の仕組みと手続き」に規定。 

   (3) 意思決定支援チームに対する研修の実施 

     意思決定支援チームの構成員が、意思決定支援の趣旨、手続き等について十分な理解を得られ

るよう、障害者の権利擁護・地域生活支援の専門家等による研修会を継続的に実施する。  
  （参考）厚生労働省のガイドライン 

職員の知識・技術等の向上は、意思決定支援の質の向上に直結するものであるため、意思決定支
援の意義や知識の理解及び技術等の向上への取組みを促進させることが重要である。  

２ 平成 30年度実績・予定 

月日等 テーマ・目的 講師 対象 

５月 11日 １．「厚生労働省のガイドライン」を

参考に、意思決定支援の考え方、背

景等について十分な理解を得る。 

２．津久井やまゆり園利用者におけ

る意思決定支援の具体的な取組方法

等について理解し、実践できる。 

１．大塚 晃教授 

    (上智大学) 

 

２．県共生社会推進課 

意思決定支援チーム 

相談：22名 

施設：19名 

市町村：30名 

オブザーバー：２名 

合計  73名  

９月 10日 １．意思決定支援を行う支援者の心

構え等について理解し実践できる。

～シドニー大学障害研究センターの

支援者向けの意思決定支援プログラ

ムを参考に～ 

１．木口恵美子准教授 

（鶴見短期大学） 

意思決定支援チーム 

相談：22名 

施設：18名 

市町村：26名 

オブザーバー：２名 

合計  68名 

11月 30日 １．他チーム責任者との実際の事例

を用いたグループワークを通して、

他チームの内容を共有し、今後の進

め方の参考とする。 

１．大塚 晃教授 

    (上智大学) 

チーム責任者である

相談支援専門員 

相談：20名 

オブザーバー：１名 

合計  21名 

２月 27日 １．長野県に西駒郷の実践について

知る。 

２．本人の意思が反映された計画の

立て方、各計画の連動、計画に基づ

く支援の実施と記録、記録に基づく

モニタリングとリアセスメント等に

ついて理解し実践できる。 

１．山田 優氏 

（元西駒郷地域生活

支援センター所長） 
２．冨岡 貴生氏 

（かながわ障害ケア

マネジメント従事者

ネットワーク） 

意思決定支援チーム 

相談：14名 

施設：14名 

市町村：26名 

オブザーバー：３名 

合計  57名 

３月 11日 １．今年度の取組について、サービ

ス管理者や担当支援員に実践報告を

していただき、他チーム等の動きに

ついて理解し、次年度以降の取組の

参考とする。 

１．大塚 晃教授 

(上智大学) 

意思決定支援チーム 

相談：16名 

施設：49名 

市町村：17名 

オブザーバー：３名 

合計  85名 
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【「かながわ障がい者計画」における意思決定支援に関する項目（抜粋）】                 
※ 出典：神奈川県、「かながわ障がい者計画」（2019 年度～2023 年度）、2019 年 3 月、p.15   

【「障害者基本計画（第４次）」における意思決定支援に関する項目（抜粋）】           
  
※ 出典：「障害者基本計画(第４次)」、平成 30 年３月  

２ 誰もがその人らしく暮らすことのできる地域社会を実現する取組み 
（１）意思決定支援の推進と地域生活移行の支援  

   2017（平成 29）年 10月に策定した「津久井やまゆり園再生基本構想」に掲げて

いる「利用者の意思決定支援」や「地域生活移行支援」等の再生に向けた取組みを

県全体に広げていきます。  

   意思決定支援については、2017（平成 29）年３月に厚生労働省が作成した「障

害福祉サービス等の提供に係る意思決定支援ガイドライン」を参考に、現在、津久

井やまゆり園の利用者の意思決定支援に取り組んでおり、今後は、こうした取組み

を全県に広めていくために、相談支援体制の構築や意思決定支援ガイドラインの普

及を図ります。 

   また、地域生活移行支援については、重度の障がい者であっても、家族関係を含

めた障がい者本人の環境や、これまでの生活史を手がかりとした、本人の意思決定

を尊重し、多様な地域生活の場を選択できる社会資源の整備に取り組みます。 

○ 障害者本人に対する意思決定支援を踏まえた自己決定を尊重する観点から、意思決

定支援ガイドラインの普及を図るとともに、成年後見制度の適切な利用の促進に向け

た取組を進める。［４-(1)-２］（p.27） 

 

○ 自ら意思を決定すること及び表明することが困難な障害者が障害福祉サービスを適

切に利用することができるよう、本人の自己決定を尊重する観点から、意思決定支援ガ

イドラインの普及を図ること等により、意思決定の支援に配慮しつつ、必要な支援等が

行われることを推進する。［５-(1)-１］（p.30） 
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